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ある近江商⼈の⾼ ROE 経営を⽀えた複式簿記と「三⽅よし」精神 
 
「古⽂書が読めるようになった」 
あのミミズの這いまわった字を読め
るようになったとは、その努⼒に感
服します。 
 
記事中にはバランス・シートを基本
とした複式簿記と記されているの
で、近江商⼈はすでに利益を⽣み出
す仕組み、そして経営を継続してい
く⽅法を理解し使いこなしていたこ
とは間違いないでしょう。複式簿記
（Wikipedia）には次のように記され
ているので、近江商⼈の先⾒性が⾒
て取れます。 
 
⽇本においては江⼾時代には⼤福帳
（売掛⾦元帳）などによる算盤使⽤
に適した独⾃の帳簿システムが確⽴
しており、その中には複式簿記の萌
芽も⾒られたが、本格的な複式簿記
の導⼊は欧⽶からの導⼊によるもの
であり、明治 6 年（1873 年）。 
 
物のない江⼾時代において、薄利多
売は消費者に喜ばれ⽀持されたこと
でしょう。記事中には「経営価値と社会価値は⼀体という教訓」とあり、これが三⽅よしの
近江商⼈の神髄。 
 
そして現代、もののあふれる時代の商⼈はどのように⽣きるべきか？ 社会が求め社会と
共存できることは最低必須条件として、それを実現していくためのビジネスモデルとはど
のようなものであるべきか？ これに解答を出せる企業が⽣き残り、利益を出していける。 


